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成 20 年度版によれば，我が国における合計特殊出生率は 1975 年に 2.0 を割り込み，1989
年にはいわゆる「1.57 ショック」というかたちで，少子化に対する対策の必要性が指摘さ
れたが，その後も減少を続け 2005 年には 1.26 にまで減少した．その後，様々な少子化対
策の効果か 2008 年には 1.37 にまで回復したが，劇的な回復には至っていないのが現状で


































































研究協力者：2009 年 9 月から 10 月にかけて関東の大学 2 校の学生，755 名に調査協力を
依頼し有効回答 610 票を得た(男性 248 名，女性 362 名であった)．年齢範囲は 18 歳から
29 歳であり，平均年齢は 20.08(SD=1.60)歳であった． 
手続き：心理学関連の授業を受講している大学生に質問紙を配布し回答を依頼した．質問
紙は全て授業内で回収を行った．所要時間は約 15 分であった． 
調査内容：質問項目は以下の 6 つから構成されている． 
1)フェイスシート項目 










4 段階評定)を独自に作成した．作成にあたっては，研究者 6 名が独自に項目を作成し協
議の上決定した．私は早く親になりたいと思うといった【親になるつもりがあるか（選
択・意志）因子】，私は親になった自分を想像できるといった【親になる自分を想像でき
 共愛学園前橋国際大学論集 No.10 190 
るか（リアリティ）因子】，私は親になる自信があるといった【親になる自信があるか（自
























まれたら相手には職業をやめその後は職業には就いてほしくないの 6 項目であった． 
6)「親になること」の条件についての質問項目 
15 項目(1．あてはまらない，2．ややあてはまらない，3．ややあてはまる，4．あてはま








































目標 希望 現在充実 過去受容
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